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　　　　　　　 　 追いつけ！追い越せ！

　２月３日 （日）、 運動公園一帯で 「第 36 回荒尾市民マラソン

大会」 が開催されました。 選手たちは 「頑張れ～！」 「あと一

人追い越せ～！」 と言う声援を背に、 腕を大きく振り懸命に走り

ました。

・ 荒尾市ホームページ  （http://www.city.arao.kumamoto.jp）
・ 広報あらお web アドレス  （http://www.area-box.com/kouhou/arao）
・ 声の広報 ［文字による情報入手が困難な障がい者のための音声訳
　（録音版） 広報誌］　（申 ・ 問 ： 福祉課　☎ 63-1406）
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ま
ち
の
話
題

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

角
田　

整
保
さ
ん　

チ
ェ
コ
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
７

声
楽
部
門　

第
２
位
入
賞
！

　

11
月
27
日
（火
）
か
ら
29
日
（木
）

ま
で
東
京
の
チ
ェ
コ
共
和
国
大
使
館

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
、
第
五
回
チ

ェ
コ
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
０
７
声
楽

部
門
で
角
田
整
保
さ
ん

（
大
正
町

一
丁
目
）
が
見
事
第
２
位
に
な
ら

れ
ま
し
た
。

　

角
田
さ
ん
は
仕
事
の
傍

か
た
わ

ら
、
荒

尾
市
だ
け
で
な
く
近
隣
市
町
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
さ
れ
そ
の
美

声
を
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

↑
入
賞
者
に
よ
る
披
露
コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子

行
政
協
力
員
の
交
替
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
２
月
１
日
付
け
で
、

次
の
方
を
行
政
協
力
員
と
し
て
委

嘱
し
ま
し
た
。

【
田
倉
区
】

森
﨑　

清
隆
さ
ん
☎
66
・
０
１
８
８

【
有
明
城
区
】

古
城　

洋
一
さ
ん
☎
63
・
０
０
８
６

◆
前
任
の
宮
原
勝
美
さ
ん

（
田
倉

区
）、西
坂
正
明
さ
ん
（有
明
城
区
）

に
は
、
長
い
間
市
政
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

［
問
］
総
務
課
☎
63
・
１
２
０
９

農
業
委
員
会
委
員

　
　
　

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

平
成
20
年
１
月
１
日
現
在
で
作
成

し
た
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
を
、
次
の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

●
期
間　

２
月
23
日

（
土
）
～
３

月
８
日

（土
）

●
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

●
異
議
の
申
し
出　

登
載
漏
れ
や
間

違
い
が
あ
れ
ば
、
異
議
の
申
し
出
が

で
き
ま
す
。
縦
覧
期
間
内
に
印
鑑

を
お
持
ち
の
上
、
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

［
問
］
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
63
・
１
２
５
４

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売　

参
加
申
込
受
付
中
！

　

市
税
等
の
滞
納
処
分
に
よ
り
差

押
え
た
財
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

公
売
に
て
売
却
し
ま
す
。
今
回
の

出
品
は
新
品
の
折
り
畳
み
自
転
車

や
ダ
イ
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
な
ど
で
す
。

公
売
に
参
加
す
る
に
は
、
事
前
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
://k

ou
b
ai.

au
ction

s.y
ah

oo.co.jp
/

）
で
参
加

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
参
加
申
込
日
時　

２
月
14
日

（
木
）、
午
後
１
時
～　

　
　

28
日

（木
）、
午
後
５
時
ま
で

●
入
札
期
間　

３
月
４
日

（火
）、
午
後
１
時
～

　
　

６
日

（木
）、
午
後
３
時
ま
で

※
詳
し
く
は
荒
尾
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［
問
］　

収
納
課
☎
63
・
１
３
６
２

第
３
回　

　
　
　

元
気
づ
く
り
交
流
会

　

荒
尾
市
で
は
、
市
民
と
行
政
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
モ
デ
ル

事
業
と
し
て

「
地
域
元
気
づ
く
り

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
取

り
組
み
開
始
か
ら
５
年
が
経
過

し
、
現
在
、
10
地
域
が
取
り
組
ま

れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
元
気
づ
く
り
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
地
域
が
ど
の
よ
う
な

活
動
を
行
っ
て
い
る
か
、
活
動
内
容

の
発
表
と
情
報
交
換
、
交
流
を
目

的
に

「
元
気
づ
く
り
交
流
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
各
地
域
で
様
々
な
分

野
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
取
り
組
ま
れ
る
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
を
含
め
、
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

２
月
24
日

（日
）

午
前
９
時
30
分
～
正
午

（受
付
９
時
～
）

●
場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル

●
参
加
費　

無
料

［
問
］
く
ら
し
い
き
い
き
課

☎
63
・
１
３
９
５

第
11
回

「
荒
尾
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
キ

ャ
ラ
バ
ン
隊
」
結
団
式

　

１
月
28
日

（
月
）、
第
11
回
荒

尾
市
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
結
団
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
九
州
各

県
の
市
役
所
、
新
聞
社
、
テ
レ
ビ

局
等
を
訪
問
し
、
荒
尾
市
の
観
光

Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
知
名
度
ア
ッ
プ
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
２
月
19
日

（
火
）
鹿
児
島
・
宮

崎
を
皮
切
り
に
29
日

（
金
）
ま
で

行
わ
れ
ま
す
。
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まちの話題・くらしの情報

●
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量　

　

市
役
所
・
各
施
設
に
お
け
る
、
節

電
や
燃
料
等
の
効
率
的
な
使
用
や

業
務
の
合
理
化
な
ど
、
行
財
政
健

目標 （Ａ） 実績値 （Ｂ）
削減率

（Ｂ－Ａ） / Ａ

温室効果ガス

排出量
6,795 トン以下 6,�69 トン △ 9.2％

用紙使用量 �,829 万 7千枚以下 �,204 万 5千枚 △ 34.2％

水道使用量 26万 7千ｍ３以下 22 万 3千ｍ３ △ �6.5％

市
役
所
の
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　

～
平
成
18
年
度 

実
績
報
告
～

　

荒
尾
市
で
は
、
平
成
�2
年
に
第
１
期

（
平
成
�2
～
�6
年
度
）
、
平
成
�7

年
に
第
２
期

（
平
成
�7
～
2�
年
度
）
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
を

策
定
し
、
市
役
所
、
小
中
学
校
、
市
民
病
院
、
荒
尾
競
馬
等
で
地
球
温

暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成
�8
年
度
で
７
年
目
の
取
り
組
み

と
な
り
ま
す
が
、
大
き
な
成
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
本
格

的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
事
が
、
削
減

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
用
紙
使
用
量　

　

両
面
印
刷
や
裏
面
利
用
等
の
取

り
組
み
が
進
み
、
大
幅
な
削
減
が

で
き
ま
し
た
。

●
水
道
使
用
量　

　

節
水
に
よ
り
使
用
量
が
削
減
し

ま
し
た
。

●
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

実
行
計
画
を
策
定
し
て
７
年
目

を
迎
え
、
各
施
設
で
の
取
り
組
み

も
定
着
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
省

資
源
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
施
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
所

へ
情
報
を
提
供
し
、
地
域
を
挙
げ

て
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

［
問
］
環
境
保
全
課　

☎
63
・
１
３
８
６

●平成 18 年度実績

▽
市
が
行
う
基
本
健
診
は
、
保
険

者
が
行
う
特
定
健
診
に
移
行
す
る

た
め
終
了
し
ま
し
た
。
特
定
健
診

に
つ
い
て
は
、
お
持
ち
の
保
険
証
の

各
保
険
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
な
お
、
荒
尾
市
国
民
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
と
75

歳
以
上
の
方
に
は
、
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
日
程
、
料
金
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
日
程
は
、

各
検
診
前
に

『
広
報
あ
ら
お
』
お

よ
び
荒
尾
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
期
限
内
に

申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
検
診

前
に
健
診
機
関
か
ら

「
受
診
票
」

を
郵
送
し
ま
す
。

［
問
］
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
63
・
１
１
３
３

検診名 実施場所 対象年齢※１ 時期 検診料金※２

胃がん検診
（胃の透視検査）

保健センター
および

文化センター

40 歳以上

5月

�,300 円

子宮がん検診
(子宮頚部の細胞診 )

20 歳以上の女性
偶数年齢の方のみ

�,000 円

 乳がん検診
( 視 触 診 [69 歳 以
下 ] とマンモグラフィ
検査）

40 歳以上の女性
偶数年齢の方のみ

65歳以上　�,500円
( マンモグラフィ � 枚 )
64歳以下　2,000円
( マンモグラフィ 2 枚 )

骨粗鬆症検診
(腕の骨量測定 )

40 ･ 45 ･ 50 ･ 55 ・ 60
65 ･ 70 歳の女性の方のみ

600 円

 大腸がん検診
（便潜血反応検査）

郵送法 40歳以上 ��月 500 円

平
成
20
年
度　

各
種
検
診
申
し
込
み
の
お
知
ら
せ

　

年
１
回
、
各
種
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。
対
象
の
方
に
は
、
検
診
申
込
書

を
郵
送
し
て
い
ま
す
。
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
検
診
申
込
書
に
記
入

の
上
、
３
月
７
日

（
金
）
ま
で
に
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※１ 平成 2� 年３月 3� 日時点
※２ 検診料金は、 70 歳以上の方 ・ 市民税非課税世帯の方 ・ 生活保護世帯の方は証明書の提
示により無料になります。 但し、乳がん検診のみ �,000 円または �,500 円を負担していただきます。
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【有
料
化
に
対
す
る
意
見

・
質
問
】

Ｑ
１
、
カ
ラ
ス
、
犬

・
猫
の
食
い

散
ら
か
し
対
策
と
し
て
、
ネ
ッ
ト

を
使
用
し
て
い
い
で
す
か
。

Ａ
１
、
地
域
の
自
己
責
任
で
ネ
ッ

ト
を
購
入
さ
れ
適
正
に
管
理
し
、

犬
・
猫
対
策
を
講
じ
る
場
合
は
使

用
し
て
構
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
２
、
ご
み
減
量
策
の
一
環
と
し

て
剪
定
枝

・
落
ち
葉
の
自
家
処
分

を
し
た
い
が
、
た
き
火
で
焼
却
処

理
し
て
い
い
で
す
か
。 

Ａ
２
、
廃
棄
物
処
理
法
の
例
外
規

定
に

「た
き
火
」
の
条
項
は
あ
り
ま

す
が
、
近
隣
の
方
に
迷
惑
を
か
け
ま

す
の
で
焼
却
を
し
な
い
で
、
た
い
肥

化
な
ど
し
て
土
壌
環
境
を
豊
か
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
３
、
有
料
化
後
、
不
法
投
棄
が

増
加
し
た
場
合
の
対
応
策
は
ど
う

す
る
の
で
す
か
。 

家
庭
ご
み
有
料
化
説
明
会
の
結
果

　

平
成
19
年
10
月
11
日

（
木
）
か
ら
平
成
20
年
１
月
６
日

（
日
）
の
間
、
行
政
区
毎
に
家
庭
ご
み
有
料
化
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
、
４
５
６
０
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
や
提
言
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ａ
３
、
地
域
住
民
の
方
の
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
警
察
等
と
連

携
し
て
監
視
体
制
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

Ｑ
４
、
袋
の
値
段
の
考
え
方
を
示

し
て
く
だ
さ
い
。 

Ａ
４
、
生
活
圏
や
経
済
圏
が
同
じ

で
あ
り
、
共
同
で
ご
み
固
形
燃
料

化
処
理
施
設
を
運
用
し
て
い
る
大

牟
田
市
の
単
価
１
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
１
円
を
基
準
と
し
て
、
荒
尾
市

も
同
様
と
し
ま
し
た
。

Ｑ
５
、
ご
み
有
料
化
に
反
対
で
す
。

Ａ
５
、
ご
み
処
理
経
費
を
一
部
負

担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
ご
み
に

関
す
る
意
識
を
高
め
、
ご
み
の
抑

制
を
図
る
と
と
も
に
、
出
す
量
に

応
じ
た
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
６
、
一
般
家
庭
か
ら
１
回
に
出

す
場
合
の
制
限
は
あ
り
ま
す
か
。 

Ａ
６
、
こ
れ
ま
で
は
、
１
回
当
た

り
５
袋
程
度
を
目
安
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
か
ら
は
多
量
の
規

定

（
１
回
当
た
り
100
㎏
）
を
超
え

な
い
こ
と
を
基
準
に
し
ま
す
。

Ｑ
７
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
の

草
刈
な
ど
を
行
い
ま
す
が
、
そ
の

処
分
に
指
定
ご
み
袋
を
使
用
せ
ず

に
出
せ
る
シ
ー
ル
を
入
手
す
る
方

法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
７
、
環
境
保
全
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
但
し
、
地
域
の
清
掃

活
動
が
行
い
易
い
も
の
に
な
る
よ

う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
シ
ー
ル
の

管
理
・
配
布
等
を
区
長
や
行
政
協

力
員
に
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
８
、
違
反
ご
み
出
し
対
策
と
し

て
指
定
ご
み
袋
へ
の
個
人
名
記
入

を
義
務
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

Ａ
８
、
個
人
名
記
入
は
、
市
と
し

て
の
義
務
付
け
は
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
但
し
、
指
定
袋
に
連
絡

記
入
欄
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
地

域
や
共
同
住
宅
等
が
独
自
の
ル
ー
ル

で
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

【
ご
み
行
政
に
対
す
る
要
望
】

Ｑ
１
、
月
曜
の
ご
み
収
集
地
域
は
、

祝
日
の
関
係
か
ら
収
集
の
機
会
が

少
な
い
の
で
、
暖
か
い
時
期
だ
け

で
も
収
集
す
る
、
収
集
曜
日
の
入

れ
替
え
、
均
等
化
す
る
な
ど
改
善

し
て
欲
し
い
で
す
。

Ａ
１
、
月
・木
曜
収
集
地
域
と
火
・

金
曜
収
集
地
域
の
収
集
機
会
均
等

の
改
善
を
図
る
た
め
、
年
間
収
集

日
を
事
前
に

「
ご
み
・
リ
サ
イ
ク

ル
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
示
し
、
利

便
性
の
高
い
収
集
を
確
保
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
は
、
暖
か
い
時
期
の

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン
デ
ー

（
月
曜
が
休
日

と
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
）
対
策

と
し
て
、
月
曜
収
集
を
火
曜
、
火

曜
収
集
を
水
曜
と
す
る
ス
ラ
イ
ド

制
収
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
４
月

か
ら
、
そ
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認

し
て
ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
２
、
月
１
回
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
、

雨
の
日
対
策
や
運
ぶ
量
が
少
な
く

な
る
よ
う
に
月
２
回
に
し
て
欲
し

い
で
す
。 

Ａ
２
、
ご
み
の
収
集
地
域
や
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
し
て
も
よ
り
利
用
し
や
す

い
も
の
と
す
る
検
討
を
進
め
ま
す
。

Ｑ
３
、
粗
大
ご
み
を
家
の
中
か
ら

自
宅
直
近
の
公
道
ま
で
出
す
こ
と

が
難
し
い
の
で
、
粗
大
ご
み
の
搬

出
や
引
越
し
ご
み
な
ど
の
一
度
に

多
量
の
ご
み
を
収
集
す
る
制
度
を

新
設
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
３
、
市
が
粗
大
ご
み
に
関
し
て

許
可
を
し
て
い
る
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
者
へ
、
取
扱
い
の
拡
充

に
つ
い
て
要
請
を
し
ま
す
。

Ｑ
４
、
指
定
ご
み
袋
を
使
用
せ
ず

に
処
分
で
き
る
紙
お
む
つ
シ
ー
ル

の
対
象
を
拡
大
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
４
、
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料

の
し
尿
処
理
手
数
料
が
１
歳
未
満

を
除
く
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
じ

取
扱
い
と
し
て
１
歳
未
満
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

［
問
］
環
境
保
全
課

☎
63
・
１
３
８
６

●
指
定
ご
み
袋
・
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
は
、
３
月
１
日

（
土
）
か
ら

販
売
を
開
始
し
ま
す
。
（折
り
込
み
の
取
扱
店
一
覧
表
を
参
照
）

●
ご
み
出
し
ル
ー
ル
読
本
は
、
３
月
１
日
号
の

『広
報
あ
ら
お
』

と
一
緒
に
お
届
け
し
ま
す
。
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シ

リ

ズ

ー

「荒
尾
市
民
病
院
」
は
今
！

　

皆
さ
ま
に
、
よ
り
安
心
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
荒
尾
市
民

病
院
の
現
状
を
シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

11

くらしの情報

　

小
児
科
で
は
、
毎
週
月
・
水
・

金
曜
に
非
常
勤
医
師
に
よ
る
一
般

的
な
小
児
外
来
診
療
を
、
ま
た

毎
週
木
曜
の
午
後
は
予
約
制
で
再

来
患
者
様
の
専
門
的
な
診
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。
主
な
小
児
科
疾
患

は
感
冒

（
か
ぜ
）、
発
熱
、
胃
腸

炎
、
喘
息
、
じ
ん
麻
疹
な
ど
で
す
。

常
勤
医
師
が
不
在
の
た
め
荒
尾
市

民
病
院
に
は
小
児
科
が
な
い
の
で

は
？
と
思
わ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
が
、
前
記
の
診
療
日

で
し
っ
か
り
外
来
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た

「
平
日
夜
間
小
児
救

急
診
療
」
に
つ
い
て
は
、
荒
尾
市

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
当
番
制

で
平
日
午
後
７
時
か
ら
午
後
10
時

ま
で
市
民
病
院
救
急
外
来
等
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
実
施

表
に
つ
い
て
は
、毎
月
１
日
号
の
『広

報
あ
ら
お
』
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
小
児
科
を
受
診
す
る
目

安
と
し
て
「食
欲
」
「機
嫌
」
「睡
眠
」

小
児
科

（
非
常
勤
医
師
）

「
快
便
」
の
４
つ
の
子
ど
も
の
健
康

徴
候
を
観
察
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
「
食
欲
が
無
く
ぐ
っ

た
り
し
て
い
る
」
「
う
と
う
と
し
て

眼
の
動
き
が
悪
い
」
「う
め
き
声
が

聞
こ
え
る
」
「
５
分
以
上
け
い
れ
ん

が
続
く
」
「
毒
物
等
を
誤
飲
し
た
」

時
な
ど
は
早
め
の
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。

外
来
診
療
日

［
一
般
外
来
］
月
・
水
・
金
曜
の

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

［
予
約
再
来
］
木
曜
の
午
後
１
時

～
４
時
ま
で

形
成
外
科

（
非
常
勤
医
師
）

　

形
成
外
科
で
は
、
毎
週
火
・
木

曜
の
午
後
か
ら
非
常
勤
医
師
に
よ

る
一
般
的
な
形
成
外
科
外
来
診
療

や
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
形
成

外
科
は
、
か
ら
だ
の
表
面
に
あ
る

皮
膚
や
皮
下
脂
肪
、
筋
肉
の
外
傷

や
腫
瘍
な
ど
を
治
療
対
象
と
し
、

機
能
や
形
態
の
回
復
を
考
慮
し
な

が
ら
、
生
ま
れ
つ
き
の
病
気
や
、

け
が
、
ガ
ン
な
ど
で
変
形
し
た
り
、

失
わ
れ
た
り
し
た
か
ら
だ
の
表
面

や
骨
格
の
異
常
を
、
形
成
外
科
的

手
術
手
技
に
よ
り
健
常
に
近
い
状

態
に
戻
し
て
、
患
者
様
の
社
会
生

活
の
質
的
向
上
に
貢
献
す
る
専
門

領
域
で
す
。
主
な
疾
患
は
外
傷
（交

通
事
故
等
に
よ
る
顔
面
骨
骨
折
な

ど
）
・
熱
傷

（や
け
ど
）
・
皮
膚
腫

瘍
（で
き
も
の
）・潰
瘍
（床
ず
れ
）・

術
後
欠
損

（
で
き
も
の
等
と
っ
た

後
の
再
建
）
・
先
天
奇
形

（唇
裂
・

口
蓋
裂
、
耳
介
・
外
鼻
の
変
形
欠

損
な
ど
）
な
ど
で
す
。
治
療
方
針

は
他
科
と
の
連
携
を
大
切
に
し
、

患
者
様
と
十
分
に
相
談
の
上
で
決

定
し
ま
す
。
ま
た
、
ど
ん
な
小
さ

い
傷
に
で
も

「
で
き
る
だ
け
目
立

た
な
い
、
き
れ
い
な
傷
跡
」
と
す

る
こ
と
を
心
が
け
て
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

外
来
診
療
日
…
火
・
木
曜
の
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で 

皮
膚
科

（
非
常
勤
医
師
）

　

皮
膚
科
で
は
、
毎
週
水
曜
に
皮

膚
、
体
表
粘
膜
、
毛
髪
、
爪
に
起

こ
る
一
般
的
な
皮
膚
科
外
来
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ

ー
性
疾
患
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

皮
膚
疾
患
と
ひ
と
口
に
言
い
ま
し

て
も
、
湿
疹
、
じ
ん
麻
疹
、
あ
ざ
、

水
虫
そ
の
他
の
感
染
症
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
高
齢

化
社
会
に
伴
い
、
皮
膚
が
ん
も
急

増
し
て
お
り
、
皮
膚
の
病
気
も
や

は
り
早
期
発
見
、
正
確
な
診
断
、

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
皮
膚
疾

患
は
体
の
表
面
に
あ
り
、
目
に
見

え
る
だ
け
に
、
早
期
発
見
が
比
較

的
容
易
で
す
。
ま
た

「
皮
膚
は
内

臓
を
う
つ
す
鏡
」
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
皮
膚
の
病
気
か
ら
、
内
科
的

な
病
気
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
も
、

他
科
と
連
携
し
て
治
療
し
て
い
き

ま
す
。
皮
膚
病
の
主
な
治
療
法
は

外
用
療
法
や
内
服
療
法
か
ら
皮
膚

腫
瘍
の
場
合
は
腫
瘍
が
良
性
か
悪

性
か
を
診
断
し
皮
膚
腫
瘍
切
除
術

等
の
手
術
療
法
や
放
射
線
療
法
な

ど
最
適
な
方
法
を
患
者
様
と
と
も

に
選
ん
で
治
療
し
ま
す
。
ま
た
、

患
者
様
の
体
質
に
応
じ
た
食
事
指

導
や
生
活
指
導
を
助
言
し
て
い
ま

す
。

外
来
診
療
日
…
水
曜
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
前
11
時
ま
で 

　

眼
科
で
は
、
毎
週
水
曜
に
一
般

的
な
眼
科
外
来
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。
眼
の
病
気
に
は
、
大
別
し

て
レ
ッ
ド
ア
イ
と
呼
ば
れ
る
感
染

性
の
も
の
と
ホ
ワ
イ
ト
ア
イ
と
呼

ば
れ
る
非
感
染
性
の
も
の
が
挙
げ

眼
科

（
非
常
勤
医
師
）

ら
れ
ま
す
。
レ
ッ
ド
ア
イ
と
は
、

そ
の
言
葉
が
示
す
よ
う
に
目
が
赤

い
状
態
で
、
主
に
結
膜
炎
な
ど
を

示
し
て
い
ま
す
。
一
方
ホ
ワ
イ
ト

ア
イ
と
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
動

脈
硬
化
な
ど
の
全
身
性
の
疾
患
か

ら
起
こ
る
眼
の
病
気
を
指
す
も
の

で
、
眼
に
異
常
が
あ
る
時
は
、
全

身
疾
患
と
の
関
わ
り
も
深
く
、
高

血
圧
や
糖
尿
病
の
方
は
一
度
、
眼

科
検
診
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
目
の
病
気
の
な
か

に
は
、
自
覚
症
状
が
あ
ま
り
な
い

ま
ま
進
む
も
の
も
あ
り
ま
す
。
目

に
、
少
し
で
も
何
ら
か
の
異
常
や

症
状
を
感
じ
て
い
な
が
ら
、
そ
れ

を
放
置
し
て
い
る
と
、
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
ま
す
。
見
え
に
く
く
な

っ
て
き
た
、
疲
れ
や
す
い
、
な
ど
の

症
状
を
感
じ
た
ら
、
自
分
で
勝
手

に
判
断
せ
ず
に
、
眼
科
医
に
よ
る

検
診
を
受
け
、
自
分
の
目
の
健
康

状
態
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

特
に
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
使
用
し

て
い
る
方
は
、
大
事
な
目
に
異
物

で
あ
る
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
入
れ

て
い
る
の
で
す
か
ら
、
定
期
的
に

眼
科
医
に
よ
る
検
診
を
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

外
来
診
療
日
…
水
曜
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
前
11
時
ま
で

［
問
］
荒
尾
市
民
病
院
総
務
課

☎
63
・
１
１
１
５

（内
線
511
） 
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第
57
回　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　

熊
本
県
内
よ
り
小
学
生
部
門
���
編
、
中
学
生
部
門
74
編
の
応
募

が
あ
り
、
本
市
か
ら
松
本
萌
花
さ
ん

（
第
三
小
６
年
）
、
松
北
眞
衣

さ
ん

（
第
一
中
３
年
）
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

夢
を
持
っ
て
努
力
し
よ
う

第
三
小
学
校　

６
年　

松
本　

萌
花

 

「
最
近
の
若
者
は
、
夢
が
な
い
。」

と
か

「
フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
の

数
が
増
加
し
て
い
る
。」
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
が
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
、

盛
ん
に
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
将
来
に
不
安
を
持
ち
、
自
分

の
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
人
も
増
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

私
は
こ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
耳

に
す
る
た
び
に
心
が
痛
く
な
り
ま

す
。
確
か
に
、
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、

い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ
り
、
と
て

も
つ
ら
い
こ
と
や
人
生
に
絶
望
し
て

し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
人
生
は
一
度
き
り
の
も
の

で
す
。
後
に
な
っ
て
、
あ
の
と
き
、

あ
あ
す
れ
ば
良
か
っ
た
と
か
、
ど

う
し
て
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ

ろ
う
と
い
う
後
悔
を
し
て
は
、
い

け
な
い
と
思
う
の
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
の
も

人
生
で
す
が
、
そ
の
時
、
そ
の
一

瞬
を
大
切
に
し
て
、
精
一
杯
の
努

力
を
し
て
生
き
る
な
ら
、
後
悔
や

絶
望
と
い
う
言
葉
は
ふ
く
ら
ま
な

い
と
思
い
ま
す
。

 

私
が
住
む
荒
尾
市
の
と
な
り
の
大

牟
田
市
に
、
猿
渡
ひ
と
み
さ
ん
と

い
う
女
の
子
が
い
ま
し
た
。
そ
の
子

は
、
も
っ
と
生
き
た
い
と
い
う
思
い

を
残
し
、
病
気
の
た
め
、
中
学
生

の
と
き
に
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ひ
と
み
さ
ん
は
、
自
分
の
命
が
あ

と
わ
ず
か
し
か
な
い
と
い
う
よ
う

な
時
に
も
、
つ
ら
さ
に
絶
え
て
、

周
囲
の
人
た
ち
を
逆
に
励
ま
し
た

り
、
家
族
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
た
り
、
人
々
に
生
き
る
勇
気
を

与
え
た
り
し
た
そ
う
で
す
。

 

私
は
こ
の
話
を
聞
い
た
時
に
、
ひ

と
み
さ
ん
は
す
ご
い
と
思
い
ま
し

た
。
自
分
の
生
命
の
灯
火
が
亡
く

な
る
時
ま
で
精
一
杯
生
き
続
け
た

ひ
と
み
さ
ん
の
気
持
ち
を
考
え
る

と
、
「
人
生
ど
う
で
も
い
い
よ
。」

と
か

「ど
う
せ
私
な
ん
て
…
。」
な

ど
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
、
恥
ず
か
し
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

　

私
に
は
、
夢
が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
ア
ニ
メ
の
声
優
。
も
う
一
つ

は
漫
画
家
に
な
る
こ
と
で
す
。

 

母
は
、
「
声
優
や
漫
画
家
に
な
り

た
い
人
は
た
く
さ
ん
い
る
よ
。
だ
か

ら
そ
う
い
う
中
で
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て

行
く
に
は
、
ま
ず
、
い
ろ
い
ろ
な

知
識
を
吸
収
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

人
が
は
っ
と
す
る
よ
う
な
感
性
を

み
が
く
こ
と
が
大
切
だ
よ
。」
と
言

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
努
力
も
せ

ず
に
、
楽
し
て
い
い
思
い
を
し
よ
う

と
し
て
は
い
け
な
い
よ
。」
と
も
よ

く
話
し
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
今
、

私
は
ア
ニ
メ
を
見
て
、
い
ろ
い
ろ
な

声
の
真
似
を
し
た
り
、
絵
を
描
く

時
に
は
、
じ
っ
く
り
と
物
を
よ
く

見
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

時
間
が
許
す
限
り
、
た
く
さ
ん
の

本
を
読
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

書
店
に
も
良
く
行
き
ま
す
し
、
荒

尾
市
や
大
牟
田
市
の
図
書
館
に
も

良
く
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け

で
、
未
熟
な
私
で
す
が
、
読
む
人
、

見
る
人
、
聞
く
人
を
幸
せ
な
気
持

ち
に
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

六
年
生
に
な
り
、
イ
ラ
ス
ト
ク

ラ
ブ
に
入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
画

い
た
作
品
を
、
ク
ラ
ス
の
友
達
に

ほ
め
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
と
て
も
う
れ
し
く
て
、
ま
た

次
の
絵
を
描
き
た
い
と
言
う
強
い

気
持
ち
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

自
分
の
作
品
で
人
を
幸
せ
に
し
、

ま
た
、
そ
の
こ
と
で
自
分
が
幸
せ

に
な
れ
る
っ
て
、
と
て
も
理
想
的

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

 

私
は
ま
だ
小
学
六
年
生
で
す
。

勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
友
達
と

も
上
手
く
付
き
合
っ
て
い
き
、
そ
の

中
で
相
手
の
気
持
ち
、
人
間
関
係

も
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
き
っ
と
こ
れ
か
ら
先
、
つ
ら

い
こ
と
や
嫌
な
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
で
も
、
私
に
は
大
き
な
夢
が

あ
り
、
そ
の
夢
に
向
か
っ
て
生
き
る

中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
困
難
を
乗
り

越
え
て
い
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

夢
を
持
っ
て
努
力
す
る
。
私
が
今
、

一
番
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
で
す
。

こ
ん
な
ハ
ガ
キ

　
　
　
　

届
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

裁
判
通
達
書

　

こ
の
度
貴
方
は
ご
契
約
会
社
及

び
債
権
回
収
業
者
に
対
し
て
の
契

約
不
履
行
に
つ
き
原
告
側
が
提
出

し
た
起
訴
状
を
指
定
裁
判
所
が
受

理
し
た
事
を
通
知
致
し
ま
す
。
後

日
、
指
定
裁
判
所
か
ら
出
廷
命
令

通
知
書
が
届
き
ま
す
の
で
記
載
期

日
に
出
廷
し
て
頂
く
様
お
願
い
致

し
ま
す
。
出
廷
拒
否
さ
れ
ま
す
と

民
法
�36
条

（
民
事　

訴
訟
法
）
に

基
づ
き
原
告
側
の
主
張
が
全
面
的

に
受
理
さ
れ
財
産
調
査
の
上
、
動

産
物
、
不
動
産
物
及
び
給
料
の
差

し
押
さ
え
を
執
行
官
立
会
い
の
下
、

強
制
的
に
執
行
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
裁
判
所
執
行
官
に
よ
る｢

執
行
証
書
の
交
付｣

を
承
諾
し
て

頂
く
様
お
願
い
す
る
と
同
時
に
債

権
譲
渡
証
明
書
を
�
通
郵
送
さ
せ

て
頂
き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

尚
、
書
面
通
達
に
な
り
ま
す
の
で

個
人
情
報
保
護
の
為
、
詳
し
い
詳

細
等
は
当
局
員
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。　

※
ご
連
絡
な
き
方
に
は
不
本
意
な

が
ら
本
書
を
勤
務
先
等
へ
郵
送
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

裁
判
取
り
下
げ
期
日　
　
　
　
　
　
　

　
　

平
成
20
年
２
月
×
日
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架
空
請
求
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

●
架
空
請
求
と
は

　

見
慣
れ
な
い
言
葉
で
私
た
ち
を
不

安
に
さ
せ
、
と
に
か
く
連
絡
を
さ

せ
て
お
金
を
得
よ
う
と
す
る
悪
質

な
手
口
で
す
。

●
対
処
方
法

▽
絶
対
に
連
絡
し
な
い
。
連
絡
す

る
こ
と
で
個
人
情
報
を
相
手
に
知

ら
せ
る
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
確
認
し
た
い
場
合
は
業
者

で
は
な
く
、
相
談
窓
口
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。   

悪
質
業
者
に
気
を
つ
け
て
！

「ジ
ャ
パ
ン
・
テ
ィ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

日
用
品
等
を
無
料
で
配
り
、
得

し
た
気
分
に
さ
せ
最
後
に
高
額
な

商
品
を
売
り
つ
け
る
手
口
で
、
福

岡
県
内
で
悪
質
な
取
引
行
為
を
繰

り
返
し
て
い
ま
し
た
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
通
知
が
宛

先
不
明
で
返
送
さ
れ
た
り
、
業
者

と
連
絡
が
取
れ
な
い
な
ど
の
相
談
が

あ
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

［
問
］
商
工
観
光
課

☎
63
・
１
４
２
１
ま
た
は　

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
096
・
354
・
４
８
３
５　
　
　
　
　

大
切
な
存
在        　
　
　

第
一
中
学
校　

３
年 

松
北　

眞
衣

 　

中
学
二
年
の
一
学
期
の
こ
と
で
し

た
。
部
活
か
ら
帰
り
夕
飯
を
食
べ

て
い
る
と
、
母
が
暗
い
様
子
で
ご
飯

も
あ
ま
り
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
ど

う
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
母
に

聞
い
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
父

に
病
気
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
し
か
し
、
父
は
、
人
ご

と
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
私
は
、

そ
ん
な
父
の
態
度
に
む
か
っ
と
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
も
、
母
は
、
色
々
と
悩

ん
で
い
る
様
子
で
、
私
に
八
つ
当
た

り
さ
れ
る
と
き
も
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
母
の
気
持
ち
も
考
え
ず
に
、

強
い
口
調
で
言
い
返
し
た
り
も
し

ま
し
た
。

　

父
が
入
院
し
、
母
も
病
院
の
近

く
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
代
わ
り
に
、
祖
母
と
い
と
こ

が
家
に
来
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
私
は
、
淋
し

い
気
持
ち
も
あ
っ
て
、
家
に
帰
り

た
く
な
い
と
思
っ
た
り
、
み
ん
な
に

気
づ
か
れ
な
い
よ
う
に
静
か
に
泣
い

た
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

八
月
頃
に
、
父
と
母
が
帰
っ
て
来

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
普
通
に
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
け
れ

ど
、
父
が
ま
た
病
院
に
行
く
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
も
う
よ
く
な

っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
な
ぜ
行
く

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
あ
と

で
考
え
る
と
分
か
る
こ
と
だ
っ
た
の

に
、
そ
の
時
は
、
本
当
に
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

　

父
が
た
ま
に
家
に
帰
っ
て
来
た
と

き
も
、
相
変
わ
ら
ず
口
げ
ん
か
が

多
く
、
心
も
体
も
不
安
定
だ
っ
た

父
に
対
し
、
私
と
妹
は
か
な
り
き

つ
い
言
葉
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
一
月
に
入
り
、
修

学
旅
行
の
五
日
く
ら
い
前
、
母
か

ら
本
当
の
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
母
と
妹
と
私
、
三
人
で

泣
き
ま
し
た
。
母
に
、
「
あ
と
少

し
だ
け
ど
、
お
父
さ
ん
に
思
い
出

を
作
っ
て
あ
げ
よ
う
。」
と
言
わ

れ
ま
し
た
が
、
私
は
、
今
さ
ら
遅

い
。
ど
う
や
っ
て
思
い
出
を
作
れ
ば

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
思
い
ま

し
た
。
で
も
、
と
に
か
く
笑
っ
て
い

よ
う
、
と
決
め
ま
し
た
。
病
院
に

着
い
て
家
族
み
ん
な
が
そ
ろ
う
と
、

私
の
心
は
、
さ
っ
き
と
は
違
い
、
と

て
も
落
ち
着
き
安
心
し
た
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
笑
い
合
っ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
、
た
だ
一

緒
に
い
ら
れ
た
こ
と
が
、
私
に
と
っ

て
、
一
番
の
幸
せ
で
し
た
。

　

次
の
日
、
私
は
、
家
に
帰
り
、

誰
も
い
な
い
家
の
中
で
大
声
で
泣

き
ま
し
た
。
何
を
し
て
も
涙
が
あ

ふ
れ
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
の
前
日
、
朝
四
時
。

私
た
ち
は
病
院
へ
行
き
ま
し
た
。

父
は
、
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、

も
う
頑
張
ら
な
く
て
も
い
い
よ
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に

父
に
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
を
し

ま
し
た
。
父
に
読
ん
で
ほ
し
か
っ
た

手
紙
を
読
ん
で
あ
げ
ま
し
た
。
「今

ま
で
頑
張
っ
た
ね
。
お
父
さ
ん
と

は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
口
げ
ん
か

し
た
ね
。
ゴ
メ
ン
ね
。
最
後
に
行
っ

た
家
族
旅
行
、
本
当
に
楽
し
か
っ

た
よ
。
い
つ
も
家
族
の
こ
と
を
一
番

に
考
え
て
く
れ
て
い
て
あ
り
が
と

う
。
こ
れ
か
ら
大
丈
夫
だ
か
ら
ね
。

心
配
し
な
い
で
ね
。
隣
に
い
な
く

て
も
絆
は
ず
っ
と
消
え
な
い
か
ら
。

本
当
に
十
四
年
間
あ
り
が
と
う
。」

私
は
、
修
学
旅
行
に
は
行
か
な
い

と
母
に
言
い
ま
し
た
。
す
る
と
、「せ

っ
か
く
楽
し
み
に
し
て
い
た
か
ら
、

行
っ
て
き
て
い
い
よ
。
お
父
さ
ん
も

そ
う
思
っ
て
い
る
。」
と
母
や
祖
母

に
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
そ
の
言

葉
を
信
じ
て

「
行
こ
う
」
と
決
め

ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
で
は
、
た
く
さ
ん
笑

い
ま
し
た
。
悲
し
い
気
持
ち
に
な
っ

た
時
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
友
達
が

全
部
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

お
葬
式
に
は
、
先
生
方
や
友
達

が
来
て
く
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
、
こ

ん
な
に
泣
い
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う

と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
私
が
経
験
し
た
こ
と
は
、
辛

い
経
験
だ
っ
た
け
れ
ど
、
人
に
感

謝
す
る
こ
と
、
本
当
の
幸
せ
と
は

何
か
、
そ
し
て
、
い
な
く
な
っ
て
初

め
て
知
る
人
の
大
切
さ
な
ど
を
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
励
ま
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
、
家
に
来
て
く

れ
た
り
手
紙
を
く
れ
た
り
、
笑
わ

せ
て
く
れ
た
り
し
た
友
達
あ
り
が

と
う
。

　

そ
し
て
、
反
抗
ば
か
り
し
て
い
た

の
に
、
見
捨
て
ず
育
て
て
く
れ
た

お
父
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
私
は
、

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

笑
顔
を
忘
れ
ず
前
を
向
い
て
生
き

て
い
き
ま
す
。
ず
っ
と
見
守
っ
て
い

て
く
だ
さ
い
。

くらしの情報
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荒
尾
市
内
に
本
社
を
有
す
る

建
設
業
者

（
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
含
む
）
で
、

平
成
20
年
度
の
市
建
設
工
事
等

の
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
と
お
り｢

建
設
工

事
入
札
参
加
資
格
申
請
書｣

を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
19
年
４
月
に
平

成
19

・
20
年
の
２
カ
年
分
の
申

請
を
さ
れ
た
業
者
の
方
は
、
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
受
付
期
間　

４
月
１
日

（
火
）

～
30
日

（水
）
ま
で

（土
・
日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

●
受
付
場
所　

契
約
検
査
室

●
指
名
願
適
用
期
間　

平
成
20
年

度
の
１
年
間
有
効

●
注
意
事
項

▽
書
類
は
Ａ
４
の
フ
ァ
イ
ル
に
綴

り
込
み
、
背
表
紙
に
商
号
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

（フ
ァ
イ
ル
の
色
の
指
定
な
し
）

▽
建
設
業
者
の
場
合｢

経
営
審

査｣

を
受
け
な
か
っ
た
方
の
申
請

は
受
理
で
き
ま
せ
ん
。　

［
申
・
問
］
契
約
検
査
室

☎
63
・
１
４
７
０　

荒
尾
市
建
設
工
事
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
追
加
受
付

（測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
含
む
） 

　①会社、 店舗等に掲げられた標識 （看板） の写真 （独自様式）

　②競争入札参加資格審査申請受付表 《建設工事》 （独自様式）

　③一般競争 （指名競争） 参加資格審査申請書 「建設工事」 （統一様式）

　④経営事項審査結果通知書 （写し）

　⑤経営状況分析終了通知書 （写し）

　⑥印鑑証明書 （写し可）

　⑦使用印鑑届 （原本） （独自様式）

　⑧建設業許可証明書 （写し）

　⑨営業所一覧表 （統一様式）

　⑩工事経歴書 「直前 2年間」 （統一様式）

　⑪労働保険適用 ・保険料納入証明書 （玉名労働基準監督署☎ 73-44��）

　⑫償却資産証明書 （税務課）

　⑬商業登記簿謄本 （法人の場合） または身分証明書 （個人の場合） （原本）

　⑭建設業退職金共済組合加入 ・履行証明 （平成 20年４月１日以降の証明）

　⑮技術者経歴書 （検定合格者証等の写しを添付） （独自様式）

　　※技術者の方を確認させていただくために顔写真を添付してください。 （顔写真のついている資格者証

　　および運転免許証等の写しでもかまいません。）

　⑯納税証明書

　　(�) 直前 �年の営業年度における法人税または所得税並びに消費税 （原本） （電子納税証明書も可）

　　(2) 熊本県所管の事業税、 自動車税 （リースの場合は不要） およびその他県税 （原本）

　　(3) 法人税および代表者の市税 （原本）

　①競争入札参加資格審査申請受付表 《測量 ・建設コンサルタント等》 （独自様式）

　②一般競争 （指名競争） 参加資格審査申請書 ｢測量 ・建設コンサルタント等 ｣ （統一様式）

　③印鑑証明書 （写し可）

　④使用印鑑届 （原本） （独自様式）

　⑤登録証明書等 （写し）

　⑥営業所一覧表 （統一様式）

　⑦測量等実績調書 「直前２ヶ年間」 （統一様式）

　⑧技術者経歴書 （合格者証等の写しを添付） （独自様式）

　⑨営業経歴書 （営業の沿革）

　⑩商業登記簿謄本 （法人の場合） または身分証明書 （個人の場合）

　⑪納税証明書

　　(�) 直前１年の営業年度における法人税または所得税並びに消費税 （原本） （電子納税証明書も可）

　　(2) 熊本県所管の事業税、 自動車税 （リースの場合は不要） およびその他県税 （原本）

　　(3) 法人および代表者の市税 （原本）

建
設
工
事
業
者

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
等

提
出
書
類
（
綴
込
み
順
）
…
独
自
様
式
は
荒
尾
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

荒
尾
市
中
小
企
業
融
資
制
度

利
子
補
給
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て

　

市
の
融
資
行
政
事
業
の
一
環
と

し
て
、
市
融
資
制
度
を
利
用
し
て

お
ら
れ
る
方
々
を
対
象
に
利
子
補

給
事
業

（
融
資
実
行
日
か
ら
２
年

間
、
支
払
利
子
の
１
％
以
内
を
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
当
該
融
資
制
度
事

業
の
見
直
し
等
に
よ
り
、
今
年
度

２
月
末
日
を
も
っ
て
利
子
補
給
事

業
を
廃
止
し
ま
す
。

●
対
象
融
資
制
度

荒
尾
市
中
小
企
業
特
別
小
口
資

金
融
資
制
度
／
荒
尾
市
中
小
企

業
経
営
安
定
資
金
融
資
制
度
／

荒
尾
市
中
小
企
業
無
担
保
無
保

証
融
資
制
度
／
荒
尾
市
中
小
企

業
短
期
運
転
資
金
融
資
制
度
／

荒
尾
市
中
小
企
業
開
業
転
業
資

金
融
資
制
度

※
平
成
20
年
２
月
末
日
ま
で
の
融

資
受
付
分
は
、
現
行
制
度
を
適
用

し
ま
す
。

※
荒
尾
市
中
小
企
業
信
用
保
証

料
補
給
事
業

（
支
払
わ
れ
た
信
用

保
証
料
の
半
額
を
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
）
は
現
行
ど
お
り
継
続
実

施
し
ま
す
。

［
問
］
商
工
観
光
課

☎
63
・
１
４
２
１
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高
校
や
大
学
、
専
門
学
校
、
各

種
学
校
な
ど
の
入
学
、
在
学
資
金

に
は
国
民
生
活
金
融
公
庫
の

「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
「国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

は
、
教
育
に
必
要
な
資
金
を
融
資

す
る
公
的
な
制
度
で
、
こ
れ
ま
で

410
万
人
を
超
え
る
方
々
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
融
資
額　

学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り
200
万
円

以
内

●
利
率　

年
2.5
％

（
平
成
20
年
１
月
10
日
現

在
）

※
但
し
、
２
月
12
日
か
ら
年
2.2
％

に
引
下
げ
と
な
り
ま
す
。

国
の
教
育
ロ
ー
ン

（国
民
生
活
金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

※

（
財
）
教
育
資
金
融
資
保
証

基
金
に
よ
る
保
証
を
ご
利
用
い
た

だ
く
場
合
は
、
別
途
保
証
料

（
1.0

％
相
当
分
）
が
必
要
で
す
。

●
返
済
期
間　

10
年
以
内

（
母
子
家
庭
・
交
通

遺
児
家
庭
の
方
は
１
年
の
延
長
が

可
能
）

●
使
途　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
・

教
材
代
、
ア
パ
ー
ト
敷
金
・
家
賃

な
ど

（
今
後
１
年
間
に
必
要
と
な

る
費
用
が
対
象
と
な
り
ま
す
。）

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
で
は

「
国

の
教
育
ロ
ー
ン
」
の
ほ
か
、
事
業
資

金
の
融
資
や
恩
給
・
共
済
年
金
担

保
貸
付
な
ど
各
種
の
融
資
を
行
っ

て
い
ま
す
。

［
問
］
国
民
生
活
金
融
公
庫
熊
本

支
店
☎
096
・
353
・
６
１
２
１

ま
た
は

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
03
・
５
３
２
１
・８
６
５
６

調
理
器
具 

寄
贈
の
お
願
い

　

中
央
公
民
館
で
は
、
家
庭
で
使

わ
な
く
な
っ
た
調
理
器
具

（
包
丁
・

お
鍋
・
食
器
な
ど
）
の
寄
贈
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
使
用
可
能
な
調

理
器
具
で
不
要
な
物
が
あ
れ
ば
寄

贈
を
お
願
い
し
ま
す
。
い
た
だ
い
た

調
理
器
具
は
、
中
央
公
民
館
の
調

理
室
で
使
用
し
ま
す
。
寄
贈
し
て

く
だ
さ
る
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
問
］
中
央
公
民
館　

☎
62
・
０
０
５
１　
　
　

人
権
問
題
講
演
会

●
日
時　

２
月
23
日

（
土
）　

午
前

10
時
～

（開
場
９
時
30
分
～
）　

●
場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

小
ホ
ー
ル　
　

●
参
加
費　

無
料

●
演
題　

「親
か
ら
の
お
く
り
も
の
」

●
講
師　

吉
坂　

英
樹
氏

（南
関
町
立
第
四
小
教
諭
）

●
主
催　

荒
尾
市
社
会
人
権
同
和

教
育
推
進
協
議
会
・
荒
尾
市
・

荒
尾
市
教
育
委
員
会

［
問
］
人
権
啓
発
課

☎
62
・
１
３
１
３

　

荒
尾
市
中
央
公
民
館
で
学
習
を

行
っ
て
い
る
各
講
座
・
自
主
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
が
、
１
年
間
の
学
習

成
果
を
発
表
す
る
楽
し
く
に
ぎ
や

か
な
お
祭
り
で
す
。
皆
様
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【舞
台
発
表
】

●
日
時　

３
月
２
日

（日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

（開
会
行
事　

９
時
30
分
～
）

●
場
所　

エ
ポ
ッ
ク
・
荒
尾

（
働
く

女
性
の
家
）

●
内
容　

謡
曲
、
民
謡
、
詩
吟
、

カ
ラ
オ
ケ
、
大
正
琴
、
オ
カ
リ
ナ
、

社
交
ダ
ン
ス
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、

日
舞
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
、
太
極

拳
、
健
康
体
操
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ

ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス
、
手
話
な
ど

【展
示
】

●
日
時　

３
月
２
日

（
日
）
～
５

日

（
水
）、
午
前
９
時
～
午
後
５

時

（最
終
日
は
午
後
１
時
ま
で
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

絵
画
、
書
道
、
俳
句
、

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
竹
細
工
、
手
編
み
、

生
花
、
革
工
芸
、
ス
テ
ン
シ
ル

（型

染
め
）、
ボ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー
な
ど

【バ
ザ
ー
】

〈茶
席
〉

●
日
時　

３
月
２
日

（日
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
場
所　

エ
ポ
ッ
ク
・
荒
尾

（
働
く

女
性
の
家
）

●
料
金　

抹
茶
300
円

〈料
理
〉

●
日
時　

①
３
月
２
日

（日
）

午
前
11
時
～
午
後
３
時

②
３
月
３
日

（月
）

午
前
11
時
～
午
後
２
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
料
金　

う
ど
ん
250
円
、
お
に
ぎ

り
100
円
、
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
250
円
、
コ

ー
ヒ
ー
100
円
、
ぜ
ん
ざ
い
200
円

※
バ
ザ
ー
は
、
事
前
に
中
央
公
民

館
で
前
売
券
を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

※
駐
車
場
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の

で
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
の

利
用
、
ま
た
は
乗
り
合
わ
せ
で
の

ご
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

［
問
・
申
］
中
央
公
民
館

☎
62
・
０
０
５
１　
　
　

平
成
19
年
度　

荒
尾
市
中
央
公
民
館
ま
つ
り

くらしの情報
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Ｑ
１
、
裁
判
員
制
度
と
は
ど
の
よ

う
な
制
度
で
す
か
？

Ａ
１
、
個
別
の
事
件
に
つ
い
て
、
国

民
の
皆
さ
ん
か
ら
選
ば
れ
た
６
人

の
裁
判
員
の
方
に
、
地
方
裁
判
所

で
行
わ
れ
る
刑
事
裁
判
に
参
加
し

て
も
ら
い
、
３
人
の
裁
判
官
と
一

緒
に
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、

ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る
の
か
を
決

め
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

Ｑ
２
、
ど
の
よ
う
な
人
が
裁
判
員

に
選
ば
れ
る
の
で
す
か
？

Ａ
２
、
原
則
と
し
て
選
挙
権
の
あ

る
方

（
有
権
者
）
か
ら
、
毎
年
抽

選
で
裁
判
員
候
補
者
が
選
ば
れ
ま

す
。
試
算
に
よ
る
と
、
全
国
で
１

年
当
た
り
、
全
有
権
者
の
う
ち
、

実
際
の
事
件
ご
と
に
裁
判
員
候
補

者
と
し
て
裁
判
所
に
来
て
い
た
だ

く
方
は
約
300
～
600
人
に
１
人
程

度
、
そ
し
て
、
実
際
に
裁
判
員
ま

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て
知
ろ
う
！

　

平
成
2�
年
５
月
ま
で
に

「裁
判
員
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
裁

判
の
進
め
方
や
そ
の
内
容
に
国
民
の
視
点
、
感
覚
が
反
映
さ
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
皆
さ
ん
が
裁
判
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
裁
判
全
体
に
対

す
る
理
解
と
司
法
へ
の
信
頼
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
裁
判
員
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

た
は
補
充
裁
判
員
と
し
て
裁
判
員

裁
判
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
の
は

約
３
５
０
０
人
に
１
人
程
度
と
な
り

ま
す
。

Ｑ
３
、
裁
判
員
を
辞
退
す
る
こ
と

は
で
き
る
の
で
す
か
？

Ａ
３
、
裁
判
員
制
度
は
、
特
定
の

職
業
や
立
場
の
人
に
偏
ら
ず
、
広

く
国
民
に
参
加
し
て
も
ら
う
制
度

で
す
の
で
、
原
則
と
し
て
辞
退
は

で
き
ま
せ
ん
。
但
し
、
参
加
す
る

個
々
の
国
民
の
負
担
が
過
度
な
も

の
と
な
ら
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮

か
ら
、
法
律
に
辞
退
事
由
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
裁
判
所
が
そ
の
よ

う
な
事
情
を
認
め
れ
ば
辞
退
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
辞
退
事
由

・
70
歳
以
上
の
人

・
学
生
、
生
徒

・
重
い
疾
病
な
ど
が
あ
る
人

・
同
居
の
親
族
の
介
護
、
養
育
を

す
る
必
要
が
あ
る
人

・
仕
事
で
重
要
な
用
務
を
自
分
で

処
理
し
な
い
と
著
し
い
損
害
が
生

じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
人
や
、
社
会

生
活
上
の
重
要
な
用
務
が
あ
っ
て

そ
れ
を
別
の
日
に
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
人
な
ど

Ｑ
４
、
裁
判
員
は
何
日
間
ぐ
ら
い

裁
判
に
参
加
す
る
の
で
す
か
？

Ａ
４
、
裁
判
員
裁
判
で
は
、
法
廷

で
の
審
理
を
始
め
る
前
に
、
裁
判

官
、
検
察
官
、
弁
護
人
の
三
者
で

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
迅
速
な
裁
判

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
事
件
の
争

点
や
証
拠
を
整
理
し
、
審
理
計

画
を
明
確
に
す
る
た
め
の
手
続
が

行
わ
れ
、
で
き
る
だ
け
連
日
的
に

開
廷
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
約
７
割
の
事
件
は
３
日
間
以

内
で
終
わ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

［
問
］
熊
本
地
方
裁
判
所

☎
096
・
325
・
２
１
２
１

裁
判
員
制
度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

h
ttp

:/
/
w

w
w

.sa
ib

a
n
in

.cou
rts.

g
o.jp

/

■
無
料
法
律
相
談　

①
３
月
６
日

（
木
）
②
４
月
３
日

（
木
）
／
午
後
１
時
～
４
時
／
申
込

受
付
…
①
２
月
22
日

（
金
）
～
３

月
５
日

（
水
）
②
３
月
７
日

（
金
）

～
４
月
２
日

（
水
）
ま
で
／
予
約

先
着
８
名
／
市
役
所
総
合
案
内
で

［
申
・
問
］
総
合
案
内

☎
63
・
１
５
０
３

■
行
政
相
談

２
月
25
日

（月
）、
３
月
10
日

（月
）

午
前
10
時
～
正
午
／
市
役
所
総
合

案
内
で

［
申
・
問
］
総
合
案
内

☎
63
・
１
５
０
３

■
年
金
等
に
関
す
る
社
会
保
険
相

談２
月
26
日

（
火
）、
午
前
10
時
～

午
後
３
時
／
43
号
会
議
室
で

［
申
・
問
］
健
康
生
活
課

☎
63
・
１
３
２
７

各
種
相
談

第
43
回

　

市
民
病
院
公
開
講
座

　

市
民
病
院
で
は
、
一
般
の
方
を

対
象
に
公
開
講
座
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
健
康
管
理
の
一
助
に
貴
方

も
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

現
在
、
市
民
病
院
で
は
糖
尿
病

の
患
者
様
を
対
象
に
、
自
分
で
出

来
る
足
の
健
康
管
理
と
し
て

「
フ

ッ
ト
ケ
ア
」
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
回
、
一
般
の
方
々
を
対
象

に
同
様
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

「
足
」
の
健
康
管
理
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
28
日

（木
）

午
後
３
時
～
４
時
30
分

●
場
所　

市
民
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

（
南
病
棟
２
階
栄
養
指
導

室
）

●
テ
ー
マ　

「
フ
ッ
ト
ケ
ア
」
足
の

健
康
管
理
に
つ
い
て　

●
講
師　

荒
尾
市
民
病
院 

看
護
師 

末
永 

恵
美
子
氏

●
参
加
費　

無
料

※
事
前
申
し
込
み
不
要

［
問
］
市
民
病
院
看
護
部
長
室

☎
63
・
１
１
１
５

（内
線
230
）
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◆ デザインは下記の何れかの

イメージを題材にしたもの。

・「山の炎」　　　

　　　小岱山や陶芸の窯の恵みを象徴。

・「海の炎」　　　

　　　有明海の恵みを象徴。

・「大地の炎」　　

　　　石炭産業に貢献した大地の恵みを象徴。

・「人の情熱の炎」　　

　　　荒尾が生んだ偉大な人物 「宮崎兄弟」 を象徴。

◆ 応募方法

・ Ｂ４サイズの用紙に描いて下さい。

・ パソコンで作成される方は、 作品を JPEG、 GIF、 BMP 形式

　のいずれかで CD-R に保存して下さい。

・ 使用する色は、 Ｔシャツ生地は１色。 デザインは５色までとします。

・ 前面に必ず 「2008」 と 「あらお荒炎祭」 の文字を入れてください。

・ 自分で創作した未発表のものに限ります。

・ デザインの趣旨を明記

・ 市内外を問わず誰でも応募可 （個人 ・ 団体）

・ 応募は１人３点まで

◆ 募集期間　　

　２月 15 日 （金） ～３月５日 （水）

◆ 提出方法　　

　住所、 氏名、 年齢、 性別、 電話番号を

記入の上、 持参または郵送してください。

◆ 賞

　　最優秀賞　１点　５万円　

　　優秀賞　　 １点　１万円

　　特別賞　　 ３点　５千円相当 （荒尾特産品）

　　努力賞　　２０点　１千円相当 （荒尾特産品）

◆ その他

・ 応募作品に関する著作権およびこれに派生する権利は

「あらお荒炎祭実行委員会」 に帰属します。

・ 最優秀作品については、 Ｔシャツで使用するほか、 あらお

荒炎祭ＰＲ用として幅広く活用します。 （作品の活用につき、

補作 ・ 修正する場合があります。）

・ 応募作品は返却しません。

　

第 15 回あらお荒炎祭

Ｔシャツデザインを募集します

　あらお荒炎祭は、 ４つの炎をシンボ
ルにし、 市民の皆様と一緒に元気な
荒尾を目標に取り組んでいます。

応募・問い合わせ先

あらお荒炎祭実行委員会

事務局 （荒尾市商工観光課）

〒 864-8686　荒尾市宮内出目 390 番地

TEL 0968-63-1421

FAX 0968-63-1158

◆ 結果発表　

・ 広報あらお４月１日号および荒尾市ホームペー

　ジ上で行います。

・ ３月下旬頃、 郵送にて通知します。

くらしの情報

昨年度のＴシャツデザイン
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くらしの情報

試
験
と
募
集

イ
ベ
ン
ト

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

入
学
生
募
集

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、

高
齢
者
の
方
々
の
健
康
と
生
き
が

い
づ
く
り
、
高
齢
社
会
の
リ
ー
ダ

ー
育
成
を
目
的
に｢

熊
本
さ
わ
や

か
大
学
校｣

を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

入
学
資
格
…
県
内
在
住
で
、
学

習
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
人

（
昭
和
23
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
）
／
募
集
定
員
…
①
熊

本
校
100
名
②
八
代
校
80
名

（
定

員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
／
募

集
期
間
…
３
月
11
日

（
火
）
ま
で

／
講
座
内
容
…
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入

門
、
肥
後
狂
句
づ
く
り
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
秋
の
日
帰
り
バ
ス
研

修
、
熊
本
の
歴
史
に
つ
い
て
の
講
座

な
ど
、
講
座
は
年
間
40
回
、
テ
ー

マ
は
毎
回
異
な
り
ま
す
。
／
開
催

日
時
…
①
毎
週
火
曜
、
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
②
毎
週
木
曜
、

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
／
受

講
期
間
…
４
月
～
平
成
21
年
３
月

／
場
所
…
①
熊
本
県
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

（
熊
本
市
南
千
反
畑
町
３

‐
７
）
②
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル

（
八
代
市
新
町
５
‐
20
）
／
料

金
…
入
学
金
１
０
０
０
円
、　

受
講

料
９
０
０
０
円

（
入
学
時
に
一
括

納
付
）
／
申
込
方
法
…
健
康
生
活

課
ま
た
は
熊
本
市
内
公
民
館
等
に

置
い
て
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

［
問
］
財
団
法
人
熊
本
さ
わ
や
か

長
寿
財
団
☎
096
・
354
・
３
０
８
３

平
成
20
年
度　

前
期
技
能
検
定

　

技
能
検
定
は
、
働
く
方
々
の
有

す
る
技
能
を
一
定
の
基
準
で
検
定

し
、
国
と
し
て
証
明
す
る
技
能
の

国
家
検
定
制
度
で
、
技
能
に
対
す

る
社
会
一
般
の
評
価
を
高
め
、
働

く
人
々
の
技
能
と
地
位
の
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
職
業
能

力
開
発
促
進
法
に
基
づ
き
実
施
し

て
お
り
、
確
か
な
技
能
の
証
と
し

て
各
職
場
に
お
い
て
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

受
験
申
請
受
付
…
４
月
３
日

（
木
）
～
16
日

（
水
）
／
実
技
試

験
…
６
月
９
日

（
月
）
～
９
月
17

日

（
水
）
／
学
科
試
験
…
①
７
月

27
日

（日
）
※
金
属
処
理
を
除
く

３
級
職
種
の
み
②
８
月
24
日

（日
）

③
８
月
31
日

（
日
）
④
９
月
７
日

（
日
）
／
合
格
発
表
…
10
月
３
日

（
金
）
※
８
月
27
日

（
水
）
金
属

処
理
を
除
く
３
級
職
種
の
み
／
実

施
予
定
職
種
等
の
詳
細
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
・
資
料
請
求
先
］　

熊
本
県
職

業
能
力
開
発
協
会　

技
能
検
定
課

☎
096
・
384
・
１
７
１
１

厚
生
労
働
省
委
託
実
施
事
業

「若
者
自
立
塾
」
入
塾
者
募
集

　

無
就
学
・
無
職
や
引
き
こ
も
り

状
態
に
あ
る
方
を
対
象
に
３
カ
月

間
の
合
宿
生
活
の
中
で
様
々
な
体

験
学
習
を
通
し
て
、
社
会
人
と
し

て
必
要
な
基
本
的
能
力
を
身
に
付

け
、
自
信
と
意
欲
を
も
た
せ
、
就

学
・
就
労
へ
導
く
こ
と
を
目
的
と

し
た
厚
生
労
働
省
委
託
実
施
事
業

で
す
。

　

開
始
時
期
…
４
月
１
日

（
火
）

か
ら
３
カ
月
間

（
第
９
期
生
）
／

定
員
…
20
名

※
説
明
会
お
よ
び
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

 

日
時
…
３
月
５
日

（水
）
正
午
～

午
後
５
時
／
熊
本
市
若
葉
1
丁
目

35
‐
18
ま
ち
の
駅
３
階

（☎
096
・

365
・
０
１
１
７
）
で

［
問
］
学
校
法
人
久
留
米
ゼ
ミ
ナ

ー
ル
若
者
自
立
塾
事
務
局

☎
０
９
４
２
・
44
・
０
４
５
９

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

訓
練
生
募
集

　

訓
練
期
間
…
４
月
８
日

（
火
）

～
９
月
25
日

（
木
）
の
６
カ
月
間

／
募
集
科
目
…
経
理
事
務
科
／
定

員
…
27
名
／
応
募
資
格
…
離
転
職

者
等
で
再
就
職
の
た
め
に
技
術
習

得
を
必
要
と
す
る
方
／
募
集
期
間

…
３
月
６
日

（
木
）
ま
で
／
入
校

選
考
日
…
３
月
13
日

（
木
）
／
合

格
発
表
日
…
３
月
26
日

（
水
）
／

授
業
料
…
無
料

（
但
し
、
教
科
書

代
等
の
経
費
は
必
要
）

［
申
・
問
］
大
牟
田
高
等
技
術
専

門
校
☎
０
９
４
４
・
54
・
０
３
２
０

い
ろ
い
ろ
な
国
の
人
た
ち
と
遊

ぼ
う
！

『国
際
交
流
ふ
れ
あ
い
交
流
会
』

　

国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ワ
ー
ル

ド
キ
ャ
ン
パ
ス
」
で
荒
尾
市
等
に
滞

在
す
る
世
界
各
国
の
若
者
約
30
名

が
、
遊
び
を
通
し
て
市
民
の
み
な

さ
ん
と
交
流
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
…
３
月
８
日

（
土
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時
／
市
民
体
育

館
で
／
定
員
…
50
名
程
度

（
親
子

な
ど
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
）
／
参

加
費
…
無
料
／
内
容
…
ゲ
ー
ム
や

い
ろ
い
ろ
な
国
の
遊
び
な
ど
／
持

っ
て
く
る
も
の
…
動
き
や
す
い
服

装
、
室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
昼
食
は
各

自
用
意
／
申
込
方
法
…
３
月
３
日

（月
）
ま
で
に
電
話
で
住
所
、氏
名
、

年
齢
、
連
絡
先
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

［
問
］
ア
ッ
ピ
ー
あ
り
あ
け　

西
村

☎
66
・
１
１
０
９
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荒
尾
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
員
と

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を
し
よ
う
！

　

日
時
…
３
月
15
日

（
土
）
～
４

月
12
日

（
土
）
の
毎
週
土
曜
、
午

前
10
時
～
11
時
／
陸
上
競
技
場

で
／
対
象
…
市
内
の
小
学
生
／
指

導
者
…
徳
井
清
明
氏

（
荒
尾
高
校

ラ
グ
ビ
ー
部
監
督
）
／
助
手
…
荒

尾
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
員
／
参
加
費

…
無
料
／
申
込
締
切
…
３
月
10
日

（
月
）
／
主
催
…
２
０
３
０
あ
ら
お

有
明
優
都
戦
略
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

部
会
、
荒
尾
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
／

運
動
の
で
き
る
服
装
、
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］
社
会
体
育
課

☎
62
・
５
１
６
３

試験と募集・イベント

み
ど
り
蒼
生
館

キ
ッ
ズ　

ク
ッ
キ
ン
グ
♪　

か
ん
た
ん

「
肉
ま
ん
＆
プ
チ
デ

ザ
ー
ト
」
づ
く
り
♪

　

日
時
：
２
月
23
日(

土)

午
前

10
時
～
午
後
1
時
／
み
ど
り
蒼

生
館
、
調
理
実
習
室
で
／
定
員
…

先
着
20
名

（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
。
大
人
の
方
も
ど
う
ぞ
。）

／
参
加
費
…
500
円
／
持
っ
て
く
る

荒
尾
市
花
い
っ
ぱ
い
推
進
協
議
会

「
講
演
会
」

                    
　

日
時
…
３
月
５
日

（
水
）、
午
前

10
時
30
分
～
正
午
／
シ
テ
ィ
ホ
ー

ル

（
あ
ら
お
シ
テ
ィ
モ
ー
ル
２
階
）

で
／
内
容
…

「
春
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

教
室
」
／
講
師
…
寺
崎　

尚
子
氏

／
会
員
お
よ
び
一
般
の
方
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

［
問
］
荒
尾
市
花
い
っ
ぱ
い
推
進
協

議
会
事
務
局　

小
岱
作
業
所

☎
62
・
７
９
３
１

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

コ
ン
サ
ー
ト
Ｉ
Ｎ　

Ｏ
Ｍ
Ｕ
Ｔ
Ａ

　

日
時
…
３
月
18
日

（
火
）、
午
後

６
時
30
分
開
演

（５
時
30
分
開
場
）

／
大
牟
田
文
化
会
館
で
／
料
金
…

２
０
０
０
円

（全
席
自
由
）

［
問
］
鶴
田
☎
68
・
２
４
５
５

就
職
面
談
会

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
し

ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
に
理
解

の
あ
る
企
業
約
30
社
を
集
め
た
就

職
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
務

職
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
採
用
予
定

企
業
も
多
数
参
加
予
定
で
す
。
ま

た
、
就
職
活
動
に
関
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
コ
ー
ナ
ー
や
、
適
性
診
断
コ
ー

ナ
ー
な
ど
も
併
設
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
…
３
月
５
日

（
水
）、
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分
／
く
ま
も

と
県
民
交
流
パ
レ
ア
で
／
託
児
あ

講
演
会

　

～
人
が
輝
き

　
　
　
　
　

地
域
が
活
き
る
！
～

　

「地
域
に
あ
る
資
源
」
を
掘
り
起

こ
し

「新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
創
造

し
、
新
た
な
企
業
戦
略
と
し
て
推

進
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　

日
時
…
３
月
12
日

（
水
）、
午
後

７
時
～
／
観
光
物
産
館
２
階
で
／

講
演
内
容
…

「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
の

創
造　

～
人
は
誰
で
も
主
役
に
な

れ
る
～
」
／
講
師
…
株
式
会
社
い

ろ
ど
り　

代
表
取
締
役　

横
石　

知

二
氏
／
定
員
…
100
名
／
参
加
費
…

無
料
／
主
催
…
荒
尾
地
域
商
業
近

代
化
推
進
協
議
会
／
後
援
…
荒
尾

市
・
荒
尾
商
工
会
議
所

［
申
・
問
］
荒
尾
地
域
商
業
近
代

化
推
進
協
議
会
事
務
局　

荒
尾
商

工
会
議
所
☎
62
・
１
２
１
１

ま
た
は
商
工
観
光
課

☎
63
・
１
４
２
１

も
の
…
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
／
申
込

締
切
…
２
月
20
日(

水)

、
午
後

7
時
30
分
ま
で

（月
曜
休
館
）

［
申
・
問
］
み
ど
り
蒼
生
館

☎
66
・
４
７
０
０

平
成
19
年
度
主
催
事
業

名
峰

『次
郎
丸
嶽
』
登
山

　

日
時
…
３
月
２
日

（
日
）、
午
前

10
時
～
午
後
３
時
／
コ
ー
ス
…
松

島
町
今
泉
交
流
セ
ン
タ
ー

（受
付
）

～
次
郎
丸
嶽

（
標
高
397
ｍ
）
※
雨

天
時
は
、
天
草
青
年
の
家
で
ク
ラ

フ
ト
体
験
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

／
対
象
…
小
学
生
以
上
、
一
般
、

家
族
／
募
集
人
員
…
30
人

（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）
／
参
加
費
…

１
人
300
円

（
保
険
料
等
）
／
持
っ

て
く
る
も
の
…
弁
当
、
水
筒
、
タ

オ
ル
、
ぼ
う
し
、
軍
手
、
着
替
え
、

雨
具

（か
っ
ぱ
）、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
、

健
康
保
険
証
ま
た
は
そ
の
写
し
／

申
込
方
法
…
電
話
申
し
込
み
。
住

所
、
氏
名
、
年
齢

（
学
年
）、
性

別
、
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
／
申
込
期
間
…
２
月
17
日

（
日
）
～
23
日

（
土
）
ま
で
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
ま
で

［
申
・
問
］
熊
本
県
立
天
草
青
年

の
家
☎
０
９
６
９
・
56
・
１
６
５
０

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

技
能
祭

　

日
時
…
３
月
２
日

（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
４
時
／
大
牟
田
高
等

技
術
専
門
校
で
／
内
容
…
①
作
品

展
示
会
②
実
演
コ
ー
ナ
ー

（
産
業

ロ
ボ
ッ
ト
操
作
実
演
、
自
動
プ
ラ

ズ
マ
切
断
操
作
の
実
演
、
Ｎ
Ｃ
旋
盤

操
作
）
③
子
ど
も
と
技
能
者
の
ふ

れ
あ
い
体
験
教
室

（
パ
ソ
コ
ン
操
作

体
験
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

作
成
、
家
庭
用
延
長
コ
ー
ド
の
手

作
り
教
室
、
木
工
教
室
、
焼
き
鳥

釜
の
製
作
、
帯
結
び
体
験
・
雑
巾

作
り
④
作
品
即
売
コ
ー
ナ
ー

（
文

鎮
、
豆
バ
イ
ス
、
木
工
製
品
、
フ

ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド
、
飾
り
ス
タ
ン
ド
、

陶
器
）
ほ
か

［
問
］
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
４
４
・
54
・
０
３
２
０

り

（事
前
予
約
必
要
）

［
問
］
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
096
・
355
・
４
３
０
９
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荒尾総合文化センター情報
荒尾総合文化センター
〒 864-004�　荒尾 4�86-�9　☎ 66-4���　FAX66-4��5

●３月のホール （大 ： 大ホール　小 ：小ホール）

３月

●３月の展示会

日 （曜） 催し物 会場 主催者 ・ 問い合わせ先 　開場 ・ 受付／開演～終演 入場方法

�( 土 ) ひまわり幼稚園　音楽発表会 大 ひまわり幼稚園☎ 78-47�2 �3:00 ／ �3:30 ～ �6:30 関係者

2( 日 )
①第二ひまわり幼稚園 音
楽発表会②菊水ひまわり
園 音楽発表会

大
①第二ひまわり幼稚園☎ 53-8777
②菊水ひまわり園☎ 86-5655

① 8:30 ／ 9:00 ～ �2:30
② �3:00 ／ �3:30 ～ �6:30

関係者

4( 火 )
ワールドキャンパス
ホストファミリー対面式

小
アッピーありあけ

☎ 66-��09( 西村 )
�7:30 ／ �8:00 ～ �8:30 関係者

9( 日 )

荒尾市民文化祭
荒尾民謡協会発表会

大
荒尾市教育委員会
☎ 63-�68�

9:00 ／ �0:00 ～ �6:00 無　料

脳卒中市民公開講座 小
熊本ストローク研究会

☎ 096-35�-2232( 田辺三菱製薬 )
�3:00 ／ �4:00 ～ �6:00 無　料

�3 （木）
熊本県年金受給者協会荒尾
部会創立 25周年記念事業

小
熊本県年金受給者協会荒尾部会

☎ 66-0727
�3:00 ／ �3:30 ～ �6:00 関係者

�6( 日 ) 第 28 回ＡＴＳＢ定期演奏会 大 荒尾総合文化センター☎ 66-4��� 詳しくは、 下記をご覧ください。

20
( 木 ・ 祝 )

ちゃいるどくらぶ＆大牟田
Ｊｒ新体操クラブ発表会

大
大牟田Ｊｒ新体操クラブ

☎ 090-2080-6455( 梅野 )
�2:30 ／ �3:00 ～ �6:40 関係者

22( 土 )
ぬいぐるみ人形劇
「天のたまご」

大
劇団カッパ座、 荒尾カッパ友の会

☎ 62-630�
�3:00 ／ �3:30 ～ �5:30

全席自由
前売 \�,800
（当日 \2,300）

23( 日 )
荒尾高校吹奏楽部
第 2� 回定期演奏会

大
荒尾高校
☎ 63-0384

�3:30 ／ �4:00 ～ �6:30 無　料

アオキ楽器 音楽発表会 小 大牟田アオキ楽器☎0944-54-5053 9:30 ／ �0:00 ～ �7:00 一　般

28( 金 )  三遊亭歌之介 独演会 大 荒尾総合文化センター☎ 66-4��� 詳しくは、 下記をご覧ください。

29( 土 )
アマラウ ・ ビエイラ
ピアノ ・ リサイタル

大
ＭＩＮ－ＯＮ熊本

☎ 096-344-4646
�8:30 ／ �9:00 ～ 2�:00

一部指定席
\4,500

30( 日 )

明光学園 55周年記念
スプリングコンサート

大
明光学園中学校 ・高等学校
☎ 0944-58-0907

�3:30 ／ �4:00 ～ �6:00 無　料

Beat My Style 改め
Sugar ＆ Spice

小
Ｍｕｇａコーポレイション
☎ 68-7935

�5:00 ／ �5:30 ～ 2�:00
前売 \�,800
（当日 \2,000）

日 （曜） 催し物 会場 主催者 ・ 問い合わせ先 入場方法

5( 水 ) ～ 9( 日 ) 荒尾写真クラブ作品展 ギャラリー 荒尾写真クラブ☎ 62-0890 無　料

�6( 日 ) ～ 23 日 ( 日 ) 第 20 回アトリエちんぷんかん展 ギャラリー アトリエ珍文館☎ 62-6865 無　料

これは、 � 月 20 日現在予定されているものです。 時間など変更になる場合がありますので、 詳しくは主催者にお問い合わせください。  

◆２月 24 日 （日） 荒尾総合文化センター映画鑑賞会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2007 年東映作品　　　　　

（二本立２回上映）

　

　　　　　

① 『俺は、 君のためにこそ死ににいく』　　
② 『東京タワー　オカンとボクと、 時々、 オトン』 2007 年松竹作品

好評発売中！

【上映時間】
　　　　　　　　　　　　　　                    

【チケット ・ １日通し券】　　　　　　　　　  9:00 開場  9:30 ～ ��:54…①　      　　                       ペ  ア  券　　    　￥�,800 （前売のみ）
　　　　　　　　　�2:00 開場 �2:30 ～ �4:50…②　　　　　　　                     大  人  券　　    　￥�,�00 （当日￥�,300）
　　　　　　　　　�5:00 開場 �5:30 ～ �7:54…①　　　　　　　                     高校生以下券　  　  ￥600 （当日￥800）
　　　　　　　　　�8:00 開場 �8:30 ～ 20:50…②　　 　  　　  　　　　　　　　　　シルバー券 ［65 歳以上］ ￥900 （当日￥�,000）
【会場】 大ホール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　　　　　※証明するものをお持ちください。 　　　　　　　　　　　　
　

【プレイガイド】 荒尾総合文化センター、 荒尾市役所総合案内、 荒尾市中央公民館、 玉名市民会館、 大牟田文化会館、
　　　　　　　　　　ながす未来館、 エヌシーみいけ荒尾シティモール店、 ローソンチケット、 チケットぴあ、 有明新報社

 ◆３月 28 日 （金） 三遊亭歌之介 独演会
ローカル感覚を生かした新作落語は独特で他の追随を許しません。 観客を爆笑の渦に巻き込みます。
【会場】 大ホール　【開場】 �8 ： 30　【開演】 �9 ： 00　
全席指定　Ｓ席￥2,500 （当日￥3,000）、 Ａ席￥2,000 （当日￥2,500） ※未就学児の入場はお断りします。

 ◆３月１６日 （日） 荒尾玉名地区学校吹奏楽部 第２８回ＡＴＳＢ定期演奏会
　荒尾玉名地区の小 ・中 ・高の吹奏楽部が集います。 若き演奏家達の元気いっぱいなステージをどうぞお楽しみに！
　荒尾総合文化センターは、 有明広域圏施設として、 ＡＴＳＢ演奏会を支援しています。
　【会場】 大ホール　【開場】 �0:30　【開演】 ��:00　【入場料】 無料
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求　　　人　　　案　　　内
１月 25 日現在玉名公共職業安定所調べ

文化センター・求人・母子健診

３月の母子健診・ＢＣＧ接種・健康相談日程表

種別 日 （曜） 対象者 会場 受付時間

３か月児健診 �2 日 （水） 平成 �9 年 �� 月生まれ
　
　
　
　
　
　
　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

（
市
立
図
書
館
南
側
）

�3 時 �5 分～
�4 時

７か月児健診 27 日 （木） 平成 �9 年８月生まれ

1 歳６か月児健診 �9 日 （水） 平成 �8 年８月生まれ

３歳児健診 28 日 （金） 平成 �6 年９月生まれ

育児相談 �� 日 （火） 育児に関して相談のある方
（子供さんもお連れください）

�0 時～
�0 時 45 分

ＢＣＧ　
予防接種

25 日 （火） 生後３か月から生後６か月
未満の乳児

�3 時 30 分 ～
�4 時 30 分

健康相談

１１日 （火） 成人 ・老人で心身の健康に
関して相談のある方

�0時～
�0 時 45 分

�2 日 （水）
26 日 （水） 満 60 歳以上の方　他

老人福祉
センター

９ 時 30 分 ～
�� 時 30 分

　●妊娠届出日…第１ ・ 第

３ ・ 第５水曜　午前 10 時～

10 時 15 分／市保健センタ

ーで／受付終了後、 ミニ母

親学級を開催します （約１

時間）。 なるべく妊婦さん自

身がおいでください。

　●赤ちゃんの発育や育児

について、 妊娠中の生活

についてなど、 何か困った

ことや心配なことがあるとき

は、 気軽にご相談ください。

［問］保健センター

☎ 63-1133

 

▽掲載内容は、 ほんの一部です。 このほかにも多数求人の案内があります。

求人申込みおよび雇用保険等の手続きは、玉名公共職業安定所でお願いします。

［問］玉名公共職業安定所 （☎ 72-8609） または荒尾市職業相談室 ( ☎ 63-1689） へ

  

     今月の税  

　　 
固定資産税４期

　国民健康保険税９期

 

納期限２月 29 日 （金）

　　
納期限内に納めましょう

       口座振替の方は

口座の残高をご確認ください

　　［問］収納課☎ 63-1353

玉＝玉名 （職業安定所名） －求人番号  　　　　　　

玉 -42668� 介護職員                  2 名              �26,500 ～ �56,500 円

玉 -4�388� 経理事務                  � 名              �22,000 ～ �50,000 円

玉 -4�868� 販売                        � 名              �40,000 ～ �50,000 円

玉 -4��48� 会計事務                  � 名              �20,000 ～ 200,000 円

玉 -38578� 看護師                     １名               �50,000 ～ 250,000 円

玉 -407�8� 営業事務                  １名               235,000 ～ 282,000 円

玉 -38688� 歯科衛生士               � 名              �60,000 ～ �80,000 円

玉 -36878� 営業                        １名               �80,000 ～ 240,000 円

玉 -38358� 受付 ・医療事務         １名                              �40,000 円

玉 -37498� 配車係                     2 名              �30,000 ～ 220,000 円

玉 -36598� 配管工                     4 名              �80,000 ～ 250,000 円

玉 -34608� 正看護師                  � 名              220,000 ～ 300,000 円

玉 -353�8� 一般作業員               5 名              �75,000 ～ 200,000 円

玉 -44558� 建築、 大工職人　　　　 � 名              240,000 ～ 300,000 円

玉 -44368� 半導体設計業務 （派） 2 名              �60,000 ～ �80,000 円

玉 -42538� 作業員                     2 名              �54,000 ～ 220,000 円

玉 -4�278� 運転手                     � 名              200,000 ～ 240,000 円

玉 -38728� 看護師                     � 名              �63,000 ～ �93,000 円

玉 -396�8� 看護師 （正）              � 名              �65,000 ～ �95,000 円

玉 -37368� 医療事務                  � 名              �35,000 ～ 200,000 円

玉 -38298� 経理事務員               � 名                              �26,960 円

玉 -34278� レストラン業務             � 名                             �2�,000 円

玉 -33938� 事務補助                  � 名                              �06,970 円

玉 -34738� 現場監督                  � 名                              250,000 円

地域包括支援センター職員
非常勤職員登録者募集中！

●募集職種 ケアマネジャー・  

介護予防ケアマネジメント

 詳しくはお問い合わせください

［申 ・ 問］ 地域包括支援セ

ンター　☎ 63-1177

 
お詫びと訂正

　２月１日号９ページでお知ら

せした人間ドックの再々募集

について白鳩診療所の電話

番号に間違いがありました。

 お詫びして訂正します。

［誤］ ☎ 62-1237

［正］ ☎ 62-1273

※平成 �9 年 �0 月１日から雇用対策法が改正され、 募集 ・ 採用時における
年齢制限が禁止されました。
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編
者
の
つ
ぶ
や
き

題
　

字
　

を
　

か
　

き

　
ま　し　た

題
　

字

　を　か　き　ま　し
　

た

第二小５年　福島さやかさん

　

「み
ん
な
泣
か
な
い
で
え
ら
い
ね
」
「そ
う
だ

ね
。
ゴ
ー
ル
ま
で
走
り
き
れ
ば
最
後
で
も
い
い

ん
だ
よ
」

　

声
援
を
送
る
お
じ
い
さ
ん
と
お
孫
さ
ん
の
会

話
で
す
。
市
民
マ
ラ
ソ
ン
の
取
材
を
し
て
い
る

と
た
く
さ
ん
の
ド
ラ
マ
を
目
に
し
ま
す
。
転

ん
で
も
立
ち
上
が
り
再
び
走
り
出
す
選
手
た

ち
。
「あ
と
少
し
、
ゴ
ー
ル
ま
で
頑
張
ろ
う
！
」

と
子
ど
も
励
ま
し
な
が
ら
手
を
引
い
て
一
緒

に
走
る
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
。
自
分
の
ペ

ー
ス
を
守
り
な
が
ら
走
る
年
配
の
方
…
。
選

手
だ
け
で
な
く
見
守
る
家
族
も
同
じ
目
標
を

持
っ
て
戦
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

帰
り
道
、
駐
車
場
ま
で
小
走
り
し
た
の
は

き
っ
と
そ
ん
な
ド
ラ
マ
に
感
動
し
た
せ
い
…　

　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　

「史
」

　

学
校
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
習
字
は
２

年
生
の
頃
か
ら
習
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ア
ノ
も

習
っ
て
い
ま
す
。
好
き
な
科
目
は
体
育
で
、

特
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
好
き
で
す
。
ず
っ
と

続
け
た
い
で
す
。

身近なことから
　　はじめませんか？エコライフエコライフ

　「何だか地球がおかしいぞ」

　そう思われたことはありませんか？テレビでは地球温暖化による異常気象を伝えるニュースが度々流れます。

日々の生活の中で地球に起こっている 「異常」 を実感することも多いはずです。 荒尾市では、 ごみの抑制を

図るとともに環境に対する負荷の軽減を目的に、 平成 20 年４月から家庭ごみの有料化を実施します。 地球の

ために一体私たちに何ができるのでしょうか？ 「身近なエコライフ」 一緒に考えてみませんか？

マイバック

　家庭ごみのうち、 約 60

％は容器包装廃棄物が

占めています。 アルミ缶、

びん、 飲料用紙パック、

トレイなどのリサイクル意

識は高まっていますが、

使い捨てられるレジ袋も

容器包装廃棄物の一つ。

「マイバックを持参してレ

ジ袋をもらわない」 - 私

たち消費者にできる身近

なことです。

　市販のマイバックもありますが、

これらは不用な傘で作られたもの

です。 防水もバッチリ！

傘の止め具を利用して、 クルクルと巻くととても

コンパクトに！邪魔になりません。

買
い
物
か
ご
サ
イ
ズ
な
ど
様
々
な

大
き
さ
が
あ
り
ま
す
。

【写真提供】荒尾市女性モニター連合会

※廃傘を利用したマイバックの作り方は荒尾市女性モニター連合会会長　坂田 （☎ 69-3410）

までお問い合わせください。


